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今年は新型コロナウイルスによりモータースポーツ界も大きな影響を受けているが、大分県に

あるオートポリスサーキットも同様に、4月と5月に開催予定であった第1戦・第2戦はコロナ禍

の影響で延期となり、そして、延期された第1戦が7月に九州を襲った水害により中止となっ

た。 

こうして、コロナ禍の影響や自然災害などにも見舞われ、なかなか思うように開催されない状

況が続いたが、10月4日、やっとスーパーFJのレースが開催される運びとなった。 

今回の大会ではスーパーFJは2連戦（第2戦・第3戦）で、予選・第2戦決勝・第3戦決勝を1日で

こなすスケジュールとなった。 

予選のファーストタイムが第2戦、セカンドタイムが第3戦のグリッド順位になる。 

この待ちに待った開幕戦にエントリーしたのは遠征組も含めて、なんと18台と多くの参加があ

った。 

 



 

≪予選≫ 

予選は9時30分から15分間で行われた。 

まず18台の中でトップタイムを出したのは1分59秒287で岡本大地選手。 

その岡本選手にコンマ5秒遅れの1分59秒871で西村和真選手。 

1分台を叩き出したのは岡本選手と西村選手の2名だけだ。 

続いて宇高希選手が2分00秒384で3番手、4番手に吉元陵選手で2分00秒679、5番手に入ったのが

高橋裕和選手で2分01秒725、6番手にはKOUKI SAKU選手が2分02秒013と続いた。 

こうして、予選の1位から3位までを遠征組が占める形となった。 

 

≪第２戦 決勝レース≫ 

第2戦の決勝レースは12時15分より10周で行われた。 

スタートでスムーズな蹴り出しに成功した岡本選手

に対し、フロントロウの西村選手は「クラッチの繋

ぎ方がちょっと。悪いわけではなかったのですがエ

ンジン回転数が少し落ちて蹴り出しがもやっとした

感じになってしまいました」と、やや出遅れてしま

う。 

その隙を突いて岡本選手と西村選手の間に滑り込ん

だのが3番手スタートの宇高選手。 

ホールショットを奪った岡本選手に続き宇高選手が1コーナーへと流れ込んでいく。 

その後を西村選手、そして吉元選手が続いていく。 

トップの岡本選手は出だしから持てるポテンシャルを発揮し、ファステストラップを更新しな

がら周回数を重ね、後続をどんどん引き離していく。 

一方の2番手争いでは、宇高選手に抜かれた西村選手であったが、2周目に宇高選手のオーバー

テイクに成功し2番手を奪取し岡本選手を追う。 

抜かれた宇高選手のすぐ後ろには4番手の吉元選手がぴたりと喰い付いており、守りに入ること

すらできず吉元選手にオーバーテイクを許し4番

手にドロップしてしまう。 

その、表彰台圏内に上がった吉元選手であった

が、後半戦に入ってからペースが落ち、宇高選

手の猛攻を抑えることが出来ず、敢え無く宇高

選手のオーバーテイクを許してしまった。 

結局、岡本選手はスタートから他を寄せ付けず2

位との差を13秒つけ第2戦の優勝を飾り、ファス

テストラップも岡本選手が獲得した。 

2 位には西村選手。3位には宇高選手と、表彰台を遠征組が独占する格好となった。 

 



 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 
 
 


